
78 

GIS（地理情報システム）を用いた走行サーベイ結果の解析 

【原子力環境センター】 

 

居藏岳志、長柄収一 

 

1 はじめに 

鳥取県は、島根原子力発電所（島根県）及び人

形峠環境技術センター（岡山県）の 2 つの原子力

施設の周辺県に位置し、原子力災害発生時に実施

する緊急時モニタリングのための設備として、走

行しながら空間放射線量率を測定するための車両

（以下「走行サーベイ車」という。）を 2 台有し

ている。 

走行サーベイ車は月に 1 回、機能の健全性確認

のために走行サーベイを実施することとしてお

り、平常時の空間放射線量率のデータの蓄積がさ

れている。 

このたび、令和 3 年度から令和 5年度に実施し

た走行サーベイのデータを対象として、GIS ソフ

トウェアを用いて解析を行ったので報告する。 

 

2 使用機器等 

走行サーベイ車の仕様の概要を表 1、図 1 に示

す。走行サーベイ車に搭載されている放射線測定

器の KURAMA-Ⅱは 2011 年に東京電力福島第一原子

力発電所で発生した原発事故への対応のために開

発された車載測定システムであり、福島県や東日

本での広範囲の空間線量率の測定に使用されてい

る(1)(2)。 

走行サーベイによって得られたデータには GPS

から取得した緯度及び経度の位置情報が含まれて

おり、その解析には GIS ソフトウェアである QGIS 

3.34.10（オープンソースソフトウェア）を使用

した。 

 

 

 

表 1 走行サーベイ車の仕様の概要 

車種 日産エクストレイル 

測定器 松浦電弘社製 KURAMA-Ⅱ 

 検出器 
CsI(TI)シンチレーション

式検出器 

測定対象 γ線 

測定範囲 
周辺線量当量率 

0.001μSv/h～2.0mSv/h 

測定エネルギー範囲 60keV～3.0MeV 

通信方法 携帯回線及び衛星回線 

GPSレシーバー 
Hemisphere A222 

GNSS Smart Antenna 

電源 シガーソケット DC12V 

データ収集方法 

取得データは専用のデー

タ収集サーバに送信さ

れ、保存や別システムへ

の転送がされる。 

 

図 1 走行サーベイ車と測定器 

 

3 解析結果 

3.1 走行サーベイ測定値 

解析には、令和 3 年度から令和 5 年度までの走行

サーベイの 3 秒ごとの測定値（約 8.2 万データ）を

使用した。

GPS 
アンテナ 

検出器 
ユニット 
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図 2 令和 3年度から令和 5 年度までの 500m メッシュごとの走行サーベイ測定値（平均値） 

 

令和 3 年度から令和 5 年度における走行サーベ

イ測定値の範囲は 0.016～0.113μSv/h、平均値は

0.048μSv/h、中央値は 0.047μSv/h であり、いず

れも自然放射線の影響の範囲内であると考えられ

た。 

3.2 地域メッシュを用いた統計処理 

「統計に用いる標準地域メッシュおよび標準地

域メッシュ・コード」（昭和 48 年７月 12 日行政管

理庁告示第 143 号）に基づく「２分の１地域メッシ

ュ」（約 500m メッシュ）を用いて、メッシュごとに

走行サーベイの測定値の統計処理を行った。 

図 2 にメッシュごとに走行サーベイ測定値の平

均値を算出した結果を示す。三朝町の山間部の一

部で全体と比較して高い測定値のエリアが確認さ

れたが、地質由来の天然放射性核種の影響である

と考えられた。 

3.3 観測局との比較 

空間放射線量率の定点測定を行っている観測局

（固定局及び可搬局）との比較を行った。走行サ

ーベイのデータは観測局から半径 250m の範囲内

を走行したポイントの測定値を抽出し、その平均

値とした（図 3）。対する観測局のデータは走行サ

ーベイ車が半径 250m の範囲内を走行した時刻に

対応する 1時間値とした。なお、観測局の検出器

は NaI(Tl)シンチレーション式検出器、得られる

測定値は空気吸収線量率（単位 μGy/h）であり、

走行サーベイとは検出器及び測定単位が異なるこ

とに注意が必要である。また、走行サーベイの測

定値については車両による遮蔽を考慮した補正は

していない。 

図 4 に走行サーベイデータと観測局データをプ

ロットしたグラフを示す。走行サーベイデータは

0.036～0.054μSv/h、観測局データは 0.030～

0.067μGy/h であり、測定単位の違いはあるが同

レベルであった。しかし観測局ごとに比較する

と、観測局データの変動に対して、走行サーベイ

データの変動は大きく、平常時の空間放射線量率

の範囲においては明確な比例関係が見られなかっ

た。これは、検出器の特性、定点測定又は移動測

定の違い、周辺環境による遮蔽影響の違い等が表

れているものと考えられた。 

 

図 3 走行サーベイデータの抽出イメージ 

単位:μSv/h 

背景地図:国土地理院 淡色地図
(3)

 

背景地図: 

国土地理院 淡色地図 3) 
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図 4 走行サーベイデータと観測局データの比較 

 

4 まとめ 

GIS ソフトウェアを用いて走行サーベイ測定値

の解析を行った。GIS ソフトウェアの機能を使う

ことにより位置情報を有する大量のデータを処理

し、走行サーベイの結果を地図上に見やすく表示

することや、特定範囲のデータを抽出して統計処

理を行うことができた。 

今後も GIS ソフトウェアを活用し、緊急時モニ

タリングにおいても放射線測定データの解析が円

滑に行われるよう、データ処理の方法や地図上で

の表示方法などの検討を行っていきたい。 
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